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② 研究項目 
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§２．研究実施の概要  

この研究では、制御、情報、物理の知識を用いて、系統連系インバータと蓄電池を含む送配電

系を分散協調制御することを目的としています。ロバスト制御、非線形制御、ネットワークの理論、

振動系の理論ならびに熱力学統計力学を用いることによって、系統擾乱に強く効率のよい送配電

系の制御方策を提案いたします。  
この目的を達成するために、以下の項目に分けて研究しています。 

 系統連系インバータのロバスト制御設計 
三相交流信号に用いられる信号変換と線形動的システムの関係を理論的に示すことによって、

ロバスト制御設計法を適用することができるようになりました。その結果、事故時運転継続を実現

する補償器を設計し、シミュレーションならびに電源装置を用いた実験によって、その有効性を

確認しています。 

 ロバスト分散協調制御アルゴリズムの開発 

動特性が多少食い違っていても、複数のエージェントに分散的に協調した動きを達成させる

アルゴリズムを提案しました。さらに入力飽和などの状況下でも、協調を実現するようにアルゴリ

ズムの工夫をしています。 

 分散型蓄電池システムの充放電制御 

直流系統に複数の双方向 DC/DC コンバータと蓄電池が接続されている分散型蓄電池シス

テムの充放電に関する分散協調制御を目指しています。 

 配電系の電圧協調制御 
配電系統での電圧上昇問題に対して、無効電力補償による電圧抑制制御を行います。無効

電力は、複数インバータとともに SVC によって発生させますが、それらの間の補償量を分散協

調アルゴリズムで調整することを提案しています。 

 効率のよい送配電網 

物理の知識を電力網解析ならびに送電網設計に生かすための研究を行っています。一つめ

の研究は、発電機ならびに変電所を振動子モデルが結合しているとして解析し、集団同期のとり

易さを数値実験的に明らかにしています。結合グラフの平均距離やクラスタ係数といった指標を

もとに、解析を行っています。もう一つの研究は、統計力学の観点からリスク選考型制御を考えよ

うとするものです。電力の需要と供給のバランスを取ったうえで変動の大きな再生可能エネルギ

ーをできるだけ多く使うように各発電機の発電量を制御することを目的としており、現在、数値シ

ミュレーションを通した検討をおこなっています。 

 模擬電力系統の構築 

分散電源機器の系統安定化運転について，実験検証をおこなうため、リアルタイムシミュレー

タを適用した模擬電力系統の構築を行っています。提案している制御則は、この模擬電力系統

で検証されます。 
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